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協
会

の
再
出

発
に
あ
た

っ
て

十

勝

か

ら

〈
各
地
か
ら
の
要
望
と
情
勢
〉

芳

賀

良

一

北
海
道
自
然
保

護
協
会

の
体
質

が
問
題
視
さ

れ

て
か
ら
久
し
い
。

さ
い
わ

い
に
も
、
多
く

の

会
員

の
願
い
が
み
の
り
、
脱
皮

し
て
新
し

い
出

発
を
む
か
え
る
こ
と

の
で
き
た
こ
と
は
、

ほ
ん

と
う
に
よ
ろ
こ
ば
し

い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

「
自
然
環
境

を
大
切

に
し
、
こ
れ

以
上

の
破
壊

を
ふ
せ
こ
う
」
と

い
う
会

員
の
素
朴
な
ね
が

い

が
、
じ

ゅ
う
ぶ

ん
に
反
映
す

る
よ
う
期
待
し
た

い
。い

つ
ま

で
も

「
自
然
と
開
発
と

の
調
和
を
は

か
る
」
と

い
う
よ
う
な
、
妄
想

に
も
似

た
考
え

に
と

り

つ
か
れ
て
い
て
は
、

い
つ
し

か
傷
口
を

ひ
ろ
げ
、
協
会
も
自
然
環
境
も
、

一
層
悪
化
さ

せ
る
こ
と
は
疑
い
も
な

い
で
あ
ろ
う
。

情
勢
と
要
望

e
、
昨
年
六
月
に
公
布
を

み
た
自
然
環
境
保

全

法
は
批
判
も
あ

る
が
、
自
然
保
護

の
大
き
な
と

り
で
と
な

る
に
ち
が

い
な

い
。
し
か
し
、
そ
の

内

容
は
あ

ま
り
ょ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
自
然

公
園
法
や
森
林
法

と
の
関
連
な
ど
に

つ
い
て
も

知
識
不
足
で
あ

る
。

こ
の
際
、
専
門
家

の
実
際

的
な
解
説

を
う
け

る
機
会
な
ど
、
ぜ
ひ
お
ね
が

い
し
た
い
。

⇔
、
日
高
山
脈
え
り
も
国
定
公
園

(
仮
称
)
が

話
題

に
な

っ
た
が
、
昨
年
度

は
指
定
が
見
送
り

に
な

っ
た
。
北
海
道
(
四
十

六
年
四
月
)
の

「
日

高
山
脈
え
り
も
国
定

公
園

(
仮
称
)
予
定
地
域

及
び
公
園
計
画
案
」
を
み
る
と
、
保

護
計
画
は

と
も
か
く
、
利

用
計

画
に
は
賛
成
で
き
な

い
こ

と
が
多
い
。
策
定

を
再
検
討
す
る
必
要
の
あ

る

こ
と
は
明
ら

か
で
あ

る
。

だ
が
、
自
然
公
園
法

に
よ
る
指

定
を
う
け

る

よ
り
も
、
自
然
環
境
保

全
法
に
よ
る
原
生
自
然

環
境
保

全
地
域
な
ど

の
、
強
力
な
保
護
を
う
け

る
こ
と
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
。
十
勝
自
然
保
護

協
会

旦
局
小
委
員
会

で
は
目
下
、
鋭
意
勉
強
中

で
あ

る
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
日
高
山
脈
縦
貫
道

路

(
車
道
)
が
、

カ
ー
ル
を
ぶ
ち
抜

い
て
四
本

も
で
き

か
ね
な

い
。
協
会
が
、
こ
の
計
画

の
策

定

に
関
与
し

て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
早
急

に

対
策
を
講
ず

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

⇔
、
旦

高
山
脈

の
保

護
と
と
も
に
、
道
東
地
方

の
太
平
洋
沿
岸

(大

樹
ー
厚
内

の
原
生
花
園

・

湿
原
も
ま
た
、
学
術
的
に
き

わ
め
て
貴

重
な
自

然
で
あ

る
。
昨
年
度

、
伊
藤
浩
司
北
大
助
教
授

の
二
度
に
わ
た
る
調

査
か
ら
、
そ

の
こ
と
が
明

確

に
裏
づ
け
ら
れ
た
。
と
く

に
大
樹
町
は
立
地

条
件
が
工
業
基
地

と
し
て
の
適
性
を
も
ち
、
将

来
、
石
油

コ
ソ
ピ

ナ
ー
ト
や
火
力
発
電
所
な

ど

の
有

力
な
建

設
予
定
地
と
な

っ
て
い
る
。
す

で

に
観
光
会
社

の
名

の
も
と

に
、
用
地
買
収

が
着

々
と
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
事
実

か

ら
十
勝
の
大
平
洋
沿
岸

の
原
生
花
園
・
湿
原
は
、

自
然
環
境
保

全
法

に
よ
る
指
定
を
急

が
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と

の
理
由
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け

よ
う
。

㈲
、
大
雪
山
縦
貫
道
路
に

つ
い
て
は
、
地
元

・

帯
広
市
長
や
旭
川
市
長
が
建

設
期
成
会
副
会
長

を
辞
任
し
、
地
区
労
な
ど
も
反
対

の
態
度
を
明

確

に
し
、
よ
う
や
く
中

止
の
機
運
が
高
ま

っ
て

き

た
。
今
後
も
根

気
よ
く
建
設
中
止
を
呼
び
か

け

て
い
き
た
い
が
、
こ
う

し
た
こ
と
を
行
政
に

反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
新
し
く
設

置
さ
れ
る
自
然
環
境
保

全
審
議
会
が
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
委

員
に
協
会

の
意
見
な
ど
が
じ

ゅ
う
ぶ

ん
反
映
で
き

る
よ
う

で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
切
望

す
る
。
協
会
の
再
出
発

に
あ
た

っ
て
、
十
勝

か
ら

の

情
報
と
要
望

を
の
べ
、
自
然
保
護
の
た
め

一
層

の
発
展
を
期
待
す

る
も

の
で
あ

る
。

(
本
協
会
理
事

・
十
勝
自
然
保
護
協
会
理
事
)

南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
か
ら

宗

像

英

雄

北
海
道
自
然
保
護
協
会

の
新
態
勢
を
非
常
に

心
強
く
思

い
、
全
道

的
に
指
導
的
立
場
を
堅
持

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
こ

の

機
会

に
若
干

の
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

わ
せ
て
当
地
域

の
情
勢

を
ご

一
報
申
し
あ
げ

た

い
。O
要

望

e
、
地
方

の
問
題
点

に
つ
い
て
は
、
地
方
各
団

1



体

の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
指
導

と
支
援
を

お
ね
が

い
し
た
い
つ

(
特

に
中
央
交
渉
等
)

⇔
、
自
然
保
護
に
関
す
る
理
論
、
運
動
方
法
、

全
国
情
勢

の
把
握
な
ど
地
方

に
よ
り
格
差
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
え

か
ら
も
出
張
学
習
会

ま
た
は

か

っ
て
美

唄
の
道
立
林

業
試
験

場
で
行

な
わ
れ
た
、
自
然
保
護

セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
行

事
な
ど
を
計
画
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た

い
。
⇔
、
全
道
的
に
み
て
手
う
す
な
地
域

の
問
題

に

つ
い
て
は
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

が
積
極
的

に
と
り
組

む
か
、
あ

る
い
は
地
方
団
体

を
育
成

す
る
、
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

O
情
勢
報
告

当
協
会
は
昭
和

四
十
六
年
八
月
、
北
海
道
自

然
保
護
協
会
の
ご
指
導

に
よ
り
誕
生
、
爾
来
、

主
と
し
て
函
館
山
周
遊
車
道

の
件
と
と
り
組

ん

で
き
た
。
現
在
会
員

一
四
〇
名
。

一
、
函
館

山
周
遊
車
道

の
路
線
変
更
運
動

当
協
会

の
方
針

を
支
支
す
る

一
般
市
民

の
運

動
参
加
に
よ
り
、
市
当
局
は
変
更
を
確
約

し
た

も

の
の
、

一
部
着

工
し
た
箇

所
が
開
削

さ
れ

た

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
市

理
事
者

の

函
館
山
利
用
の
構
想

に
前
向
き
の
姿
勢

が
見
ら

れ
ず

、
そ
の
管

理
態
勢
も
き
わ
め
て
杜
撰
な

の

で
、
新

た
な
角
度

か
ら
保
護
運
動
を
展

開
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

二
、

ク

ロ
マ
ツ
防
砂
林

保
存
運

動

明
治

二
十
年
代
、
市
の
先
人
が

巨
額
な
私
財

を
投
じ
、
長
年
月
を
か
け
て
根
崎
海
岸
線

に
広

大
な
防
砂
林
を
造
成
し
た
。

そ
の

一
部
が
先
人

苦

戦
の
遺
産
と
し
て
湯

川
温
泉
街

に
接
し

て
現

存

し
て
い
る
。
市
議
会

は
、
都
市

の
緑
地
環
境

と

し
て
も
貴
重
な
存
在

で
あ

る
、

こ
の
由
緒
あ

る

ク

ロ
マ
ツ
林

を
伐
採
し
て

一
部

に
公
共
施
設

を
建
築

し
、
さ
ら

に
残
り
の
全
部

を
売
却
し

て

市
立
病
院

の
赤
字
補
填

に
当
て
る
こ
と
を
議
決

し
た
。
時
代
錯
誤
も
は
な
は
だ
し

い
市
理
事
者

の
、
前

近
代
的
感
覚
と
次
元
の
低

い
政
治
姿
勢

に
対

し
目
下
挑
戦
中
。

三
、
横
津
岳

ス
カ
イ

ラ
イ

ン

亀

田
山
脈

(
横
津
連
峰
)
に
は
、
不
動
産
業

者

の
計
画
に
二
市

二
町

の
地
方
自
治
体
も
積
極

的
に
参
与

し
て

「
横
津
岳

ス
カ
イ
ラ
イ

ソ
」
を

策
定
し

つ
つ
あ

る
。
原
生
林

、
水
源
滴
養
林

、

高
層

湿
原
、
鳥
獣
な
ど

へ
の
悪
影
響
が
予
想

さ

れ
る
の
で
、
当
協
会

の
調
査
部
が

「
七
飯
自
然

を
守

る
会
」

と
共
同
で
調
査
を
開
始
し
た
。

四
、

一
般
状
勢

函
館
市

を
は
じ

め
道
南
の
地
方
自
治
体
理
事

者

の
緑
地
保

全
意
識

は
き
わ
め
て
貧
困
、
行
政

も
低
次
で
、
ま
た
経
済
会
も
目
前

の
小
利
し

か

み
る
目
を
持

た
ず
、
将
来

へ
の
堅
実
な
展
望
を

欠

い
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
道
南
緑
地
環
境

の

主
要
な
部
分
は
ほ
と

ん
ど
、

レ
ジ
ヤ
ー
施
設

の

本
州
資
本
に
喰

い
荒
ら
さ
れ

つ
つ
あ

る
の
が
現

状
で
あ

る
。

(
本
協
会
理
事
・
南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
長
)

苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
か
ら

門

脇

松

次

郎

最
近
の
動
向
と
し

て
、
当
協
会

で
は
昨
年
以

来
続
け
て
き

た
上
部
行
政
機
関

へ
の
陳
情
が
、

わ
れ
わ
れ
の
意
図
す

る
方
向
に
は
余

り
に
も
遅

々
と
し
て
進

ま
な

い
の
で
、
思
い
切

っ
て
対
島

会

長
が
上
京

、
三
木
環
境

庁
長
官

に
直
接
陳
情

書
を
提

出
し
た
。

石
狩
中
央
部
低
地
帯
唯

一
の
ウ

ト

ナ

イ

湖

(
海
跡
湖
)
と
、

こ
の
湖

の
水
源

と
な

っ
て
い

る
美

々
川
ほ
か
八

ツ
の
河
川
と
湿
原
の
周
辺
は

苫

小
牧
東
部
大
規
模
工
業
開
発

と
い
う

ナ

シ
ョ

ナ
ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
展

か
ら
、

こ
の
二
、

三
年
土
地
開
発

ブ
ー
ム
と
な
り
、
不
動
産
業
者

の
狂
奔
、
跳
渠

に
よ
る
土
地
売
買

の
激
増
が
、

個
人
の
土
地
所
有
を
約

二
千
人
と
い
う
驚
異
的

な
数

に
登
ら
せ

て
し
ま

っ
た
。

こ
う
な
る
と
、

こ
の
地
域

の
河
川
や
湿
原
が
ど
の
よ
う
な
変
貌

を
招
来
す
る

か
全
く
お
先
真

っ
暗

で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
現
況

か
ら
、
去
る
三
月
十

二
日

「
苫

小
牧
美

々
川
、
ウ

ト
ナ
イ
湖
周
辺
の
河
川
及
び

湿
原
の
永
名

久
保
存

に
つ
い
て
」
と
い
う
、
陳

情
書
の
提
出

に
及

ん
だ

の
で
あ

る
。
な

お
、

こ

の
陳
情
書

に

つ
ぎ

の
附
記
を
添
付

し
た
。

「
苫

小
牧
、
美

々
、
ウ

ト
ナ
イ
湖
、
勇
払
川

間

の
湿
原
地
帯
永

久
保
存

に
対
す
る
現
地
視
察

の
要
請

に

つ
い
て
」
と

い
う
表
題

で
、

〃
昨
年

(
昭
和

四
十

七
年
九
月
、
大
雪
縦
貫
道
路
視
察

の
帰
路
、
千
才
空
港

に
お
い
て
陳
情

)
前
環
境

庁
小
山
長
官
が
来
道
さ
れ
た
折
り
に
も
ご
要
請

申
し
あ
げ

て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
本

道

に
お
け
る
重
要
環
境
保
全
地
区
視
察

の
た
め

ご
来
道

の
際

に
は
、
ぜ

ひ
当
地
を
視
察

日
程

に

加
え
ら

れ
る
よ
う
重
ね

て
ご
要
請
申

し
あ
げ

ま

す
"
と
い
う
内
容

で
あ

る
。

こ
の
陳
情

が
、

ど
ん
な
形
と
な

っ
て
現
わ
れ

く
る
か
予
想

は

つ
き

か
ね
る
が
、

い
ず

れ
に
せ

よ
、
な
ん
ら
か
の
反
応
が
あ
る

の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、

ア
オ
サ
ギ

コ
ロ
ニ

ー
周
辺

の
環
境
保

全
に

つ
い
て
の
陳
情

・
要
望

な
ど

の
運
動
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

(本
協
会
理
事
・
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
理
事
)

協
会
活
動
状
況

へ輸

観
鶴

黙
魑
は
)

●
昭
和

四
十
七
年
六
月
十
三
日

第
四
十

三
回
理
事
会

出
席
者
ー
井
手

・
田
川

・
斎
藤
(
雄

)
・
高
橋

・
坂
本

・
渡
辺

・
宮
脇

・
島
倉

・
金
光

・
辻
井

の
ほ
か
岩
本
理
事
代
理
と
し
て
小
池

・
関
理
事

代
理
と
し
て
田
代

一
、
全
国
自
然
保
護
連
合
総
会

(
五
月

二
十
八

日
)
報
告
ー
新
全
総

・
林
野
庁
の
伐
採
方
式

の

再
検
討
、

干
潟

の
保
全
が
決
議
さ
れ
た
。

二
、
豊
平
峡
ダ

ム
に
つ
い
て

の
意
見
書

・
羊
蹄

山

ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
設
置

に
つ
い
て
の
意
見
書
提

出
を
決
定

(
H
N
C
S
九

一
・
九
二
号
参
考
)
。

三
、
道

々
士
幌

・
然
別
線

の
現
地
調
査

を
決
定

井
手

・
伊
藤
(
浩
)
氏
を
現
地
に
派
遣
す

る
。

四
、
勇
払

湿
原
に
つ
い
て

苫
小
牧

自
然
保
護
協
会
で
は
財
務
局

に
対
し

て
、
湿
原
払
い
下
げ

の
決
定

に
は
、
自
然
保
護

上
じ

ゅ
う
ぶ
ん
な
配
慮
を
し

て
ほ
し
い
旨
の
要

望
を
す
る
が
、
こ
れ
を
本
協
会
と
し
て
も
支
援

す

る
こ
と
に
決

め
る
。

●
六
月
十
八
日

講

演

会

於

・
札
幌
林
業
会
館

「
世
界

の
ツ
ル

・
日

本

の
ツ

ル
」
講
師

G

・
ア
ー
チ
ボ

ー
ル
ド

北
海
道
野
鳥
愛

護
会

と
共
催

・
参
加
者
五
四
名

●
六
月

二
十
八
日

第

四
回
理
事

会

出
席
者
ー
東
条

・
小
関

・
坂
本

・
斎
藤
(
雄
)

・
明
道

・
井
手

・
石
川

・
辻

井

・
柳
崎

・
奥
村

●2●



一
、
大
雪
山
の
道
路
問
題

に
つ
い
て

再
度
意

見
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
決
定

(
H

N
C
S
九
四
号
参
考
)
。

二
、
札
幌
市
都
市
計
画
道
路

一
・
一
二

一環
状

ど
お
り

の
天
然
記
念
物
円
山
原
始
林
付
近

の
通

過

に
つ
い
て
、
道
路
計
画

の
説

明
を
う
け

る
。

●
八
月
七
日

第

四
十
五
回
理
事
会

出
席
者
ー
斎

藤
(
雄
)
・
田
川

・
坂
本

・
伊
藤

(
秀
)
・
宮
脇

・
大
矢

・
島
倉

・
石
川

・
栃
崎

・

高

倉
の
ほ
か
今
井
理
事
代
理
と
し
て
石
田

一
、
恵
庭
岳
復
元
計
画
に

つ
い
て
ー

意
見
書

(
H
N
C
S
九

五
号
)
の
提

出
を
決
定
。

一
「、
道

々
清
水

・
糖
平
線
に

つ
い
て
。
鹿
追
町

の
道

々
二
四
号
線
上

の
カ
シ
ワ
保
存

に

つ
い
て

の
意

見
書

(
H
N
C
S
九
三
号
)

の
提
出
を
決

定
。●
九

月
二
十
五
日

緊
急

理
事
会

於

・
富

士
屋

ホ
テ
ル

出
席
者
ー
宮
脇

・
伊
藤
(
秀

)
・
石
川

・
高
橋

・
坂
本

・
斎
藤
(
春
)
・
斎

藤
(
雄
)
・
渡
辺

・
田

川

・
今
田

・
犬
飼

・
栃
崎

・
明
道

・
小
関

・
島

倉

の
ほ
か
岩
本
理
事
代
理
と
し

て
町
野
。

一
、
大
雪

の
道
路
問
題

に

つ
い
て

い
わ
ゆ

る
道

々
忠
別
清
水
線

に
つ
い
て
北
海

道
開
発
局
開
発
調
整
課
茅
課
長
補
佐
、
高
橋
開

発
専
問
官
が
出
席

、
道
路
計
画
に

つ
き
説
明
あ

り
、
質
疑
が
行

な
わ
れ

た
。

従
来
の
経
過

は
九
月
八
日
、
環
境

庁
か
ら

現

計
画
路
線

に

つ
い
て
、
①
森
林
帯

へ
の
影
響

、

こ
と
に
美
瑛
側
、
新
得
側

の
急

斜
に

つ
い
て
、

②
亜
高

山
帯
、
高
山
帯
に

つ
い
て
は
原
始
性
が

損

な
わ
れ
る
こ
と
、
高
山
植

生
の
復

元
が
困
難

で
あ

る
こ
と
な
ど

の
指
摘
が
行
な

わ
れ
、

こ
れ

に
対

し
開
発
局

か
ら
同
月
十

三
日
に
①
特
別
保

護
地
区
は
回
避
し
た

こ
と
、
②
森
林
帯

に
つ
い

て
は
美
瑛
側

で

一
、
二
〇
〇

m
、
新
得
側
で

一
、

一
四
〇

m
に
ト

ソ
ネ

ル
ロ
を
設
け

る
こ
と
、
急

斜
は
別

ル
ー
ト
を
も

っ
て
回
避
す

る
こ
と
を
説

明
し
た
。
環
境
庁

か
ら
は
さ
ら
に
ト

ン
ネ

ル
を

長
く
で
き
な

い
か
ど
う

か
、
現
地

の
意
見
を
聞

き
た
い
と
の
こ
と
、
動
植
物

お
よ
び
地
質
関
係

の
調
査
の
必
要
性

に
つ
き
質
問
が

出
さ
れ
た
が

同
月
十

九
日
、
検
討

の
結
果
条
件

さ
え
守
ら
れ

れ
ば
許

可
す

る
に
や
ぶ
さ
か
で
な

い
旨
、
回
答

が
あ

っ
た
と
い
う
。

理
事
会

か
ら

は
、
観
光
道

路
か
産
業
道
路

か

十
勝

、
上

川
を
結
ぶ
必
要
性

な
ど
に
つ
き
質
問

が
行
な
わ
れ
た
。

●
十
月

三
日

第
七
回
例
会

於

、
石
狩
会
館

全
国
自
然
保
護
連
合
の
中
村
芳
男
理
事
長
を

む
か
え
、
中
村
理
事
長
が
自
然
保
護
運
動
に

つ

い
て
講
演
し

た
の
ち
、
大

雪
山
縦
貫
道
路
予
定

地
附

近
の
八

ミ
リ
映
画

(
七
月
中
旬

・
撮
影

西

村
)

を
映
写
し
、
中
村
理
事
長
を
囲

ん
で
大
雪

問
題

に
つ
い
て
懇
談
。

大
雪

の
自
然
を
守

る
会

と
共
催

・
参
加
者

六

〇
名
。
●
十
月
十
六
日

第
四
十
六
回
理
事
会

於

・
石
狩
会

館

出
席
者
ー

石
川

・
斎
藤
(
雄
)
・
島
倉

・
田
川

・
坂
本

・
渡
辺

・
伊
藤
(
秀
)
・
高
倉

・
小
関

・

高
桑

・
明
道

・
井
手

一
、
会
長

の
辞
任

に

つ
い
て

東
条
会
長

よ
り
会
長
を
辞
任

し
、

一
理
事
と

し
て
協
力
し
た
旨

の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
理
事

長

が
こ
れ
を
披
路
、
承
認
す
る
。

二
、
大
雪
山

の
道
路
問
題
に

つ
い
て

〃
大
雪
縦
貫
自
動
車
道
路

「
道

々
忠
別

・
清

水
線
」

に
対
す

る
要
望
書
"
を
自
然
公
園
審
議

会

全
委
員

に
送

る
こ
と

に
決
定
、
会
長

・
副
会

長

が
こ
れ
を
承
諾
し
な

い
場
合
は
、
理
事
会
名

で
送
る
こ
と
に
し

て
了
承
さ
れ
た
。

●
十
月

二
十
七
日

第

四
十
七
回
理
事
会

出
席
者
ー
金
光

・
栃
崎

・
島
倉

・
坂
本

・
宮

脇

・
斎
藤
(
雄
)
・
田
川

・
明
道

・
伊
藤
(
秀
)
・

斎
藤
(
春

)
・
井
手

・
辻
井

の
ほ
か
、
岩
本
理
事

の
代
理
と
し
て
浜
田
、
関
理
事
の
代

理
と
し

て

千
葉
。

一
、
大
雪
山

の
道
路
問
題

に
つ
い
て

大
雪
山
縦
貫
自
動
車
道

路

「
道

々
忠
別

・
清

水
線
」
建
設
反
対

に
関
す
る
意

見
書
を
日
本
鳥

学
会
等
関
連
学
会

・
自
然
保

護
団
体
と
合
同

で

出
す
件

に
つ
い
て
協
議
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

二
、
理
事
会

の
運
営

に
つ
い
て

理
事
会

の
運
営

に
問
題
が
あ

る
こ
と
が

一
部

理
事

か
ら
指
摘
さ
れ
、

こ
の
問
題
を

ふ
く

め
臨

時
総
会
を
開
く
必
要

の
あ

る
こ
と
が
認

め
ら
れ

た
。●
十

一
月
二
十
日

第
四
十
八
回
理
事
会

出
席
者
ー
犬
飼

・
金
光

・
小
関

・
渡
辺

・
斎

藤
(
雄
)
・
宮
脇

・
坂
本

・
田
川

・
島
倉

・
井
手

・
石
川

の
ほ

か
荻

原
理
事

代
理
と
し

て
加
藤
、

山
谷
理
事
代
理
と
し
て
千
葉
。

一
、
臨
時
総
会

の
開
催
に

つ
い
て

会
長
辞
任
に
と
も
な
う
今
後

の
運
営
方
法
を

論
議
す
る
た
め
、
十

二
月

一
日
自
治
会
館

に
お

い
て
、
臨
時
総
総
会
を
開
く
こ
と
に
決
定
、
総

会

の
議
題

と
し

て
会
長
辞
任
に
と
も
な
う
事
後

処
理
と
規
約
改
正
問
題
を
と
り
あ
げ

る
こ
と

に

承
認
し
た
。

●
十
二
月

馴
日

第

剛
回
臨
時
総
会

於

・
自
治
会
館

議
題

会
長
辞
任

に
と
も
な
う
経
過
報
告
と

事
後

処
理
に
つ
い
て

(
議
長

・
八
木
健
三
)

一
、
経
過
報
告

臨
時
総
会
を
招
集
し
た
理
由
と
し
て
、
会

長

・
副
会
長
が
大
雪
山
道
路
問
題
で
理
事
会
と
意

見
が
対
立
辞
任
、
今
後

の
会

の
運
営
方
法
を
規

約
改
正
を
ふ
く

め
て
、
総
会

に
は
か
る
必
要

の

あ

っ
た
経
過

を
報
告
。

二
、
会
運
営

に
対
す

る
意

見

会

は
理
事
会
だ
け
で
な
く
会

員
の
総
意

に
よ

っ
て
運
営
す

べ
き

で
あ

り
、
今
後
重
要
問
題

は

臨
時
総
会

を
開
く

べ
き
だ
(
山
本
)。
協
会

は
、

自
然
を
守

る
こ
と
だ
け
を
考

え
れ
ば

よ
い
。
自

然
と
開
発

の
調
和
を
協
会

が
心
配
す

る
必
要
は

な
い
(新
妻
)
。
会
員

の
七
五
%
以
上
が
反
対
し

て
い
る

〃
大
雪
問
題
"
に
対

し
て
す
ら
明
確
な

態
度
の
と
れ
な

い
理
事
会

の
運
営

に
は
、
問
題

が
あ

る
(
西
村
)
。
開
発
の

メ
リ

ッ
ト
を
考
え
る

な
ら
、

一
般
団
体
と
変
わ
り
が
な

い
。
自
然
を

守

る
と
い
う
基
本
理
念

が
大
切

だ
、
政
治
活
動

は
む

つ
か
し

い
が
、
い
ま
の
行
政
府

に
は
必
ず

し
も
期
待

で
き
な

い
の
で
、
政
治

の
場

に
持

ち

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ

ろ
う

(熊

木
)
、
な
ど

の
意

見
が
出
さ
れ
、
規
約
改
正

の
必

要
が
認
め
ら
れ
た
。

三
、
会
則
改
正

に
つ
い
て
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会
則
改
正

で
委
員
と
し
て
大
学
関
係

(
小
関

・
八
木
)
、研
究
機

関

(鮫
島

・
西
村
)
、
地
方
代

表
(
芳
賀

・
門
脇
)
、
市
民
代
表

(
坂
本

・
石
川

(
治
)
)
、
法
人
代
表

(
王
子
造
林
)

の
九
名
が
委

員
と
し

て
選
出
承
認
さ
れ
た
。
こ

の
委
員

は
至

急
、
会
則
改
正
案
を
検
討
、
改
正
案
の
で
き

た

時
点
で
、
再
度
臨
時
総
会
を
招

集
す
る
こ
と
に

し
た
。

(
出
席
者
ー
八
○
名
)

●
昭
和
四
十
八
年

口
月
二
十
六

日

第
二
回
臨
時
総
会

於

・
札
幌
農
林
会
館

議
題

会
則
改
正
案
の
審
議
、

お
よ
び

こ
れ

に
も
と
つ
く
理
事

の
選
出
に

つ
い
て

(
議
長

・

斎
藤
雄

一
)

一
、
会
則
改
正
案

の
提
案

理
事
選
出

に
選
挙
制

の
実
施

・
理
事
長

の
廃

止
な
ど
改
正
理
由

の
説
明
が
委
員
会

(
八
木
健

三
)

よ
り
報
告

さ
れ
、
改
正
案
が
示
さ
れ
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
理
事
選
出
規

定
が
提

案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

二
、
理
事
選
出
に

つ
い
て

理
事
選
出
規
定

に
も
と
つ
く
選
挙
管

理
委
員

と
し
て
、
小
関
隆
棋

・
小
池
保
子

・
前

田

満

・
村
本
輝
夫

・
山

口

透

の
五
名
が
選
出
さ
れ

昭
和
四
十

八
年

二
月

二
十

日
を
第

一
回
理
事
選

挙
日
と
す

る
こ
と

に
決
定
し
た
。

(
出
席
者
ー

六
〇
名
)

●
三
月
十
七

日

理

事

会

出
席
者
ー
小
関

・
斎
藤
(
雄
)
・
井
手

・
坂
本

・
牛
来

・
伊
藤
(
秀
)
・
斎
藤
(
春

)
・
犬
飼

・
高

橋

・
鮫
島

・
吉
田

・
辻
井

・
西
村

の
ほ
か
委
任

状
が
石
川
(
俊
)
・
上
田

・
八
木

・
伊
藤
(
浩
)
・

小
川

よ
り
提

出
さ
れ
た
。

一
、
選
出
に
よ
る
理
事

の
選
出
に

つ
い
て

会
長
選
出
ま
で
の
仮
議
長
と
し
て
斎
藤
雄

一

理
事
を
選
出
、
理
事
選
出
規
定
に
も
と
つ
く
残

り
十
名

の
理
事
と
し
て
、
地
域

・
職
業
別
等
を

考
慮
し
て
各
理
事

か
ら
候
補
者
の
推
選
を
受
け

た

の
ち
、
七
名
を
話
し
あ

い
で
三
名
を
選
挙

に

よ
り
選
出
し
た

(役
員
改
選

の
経
過
参
考
)

●
三
月
三
十

一
日

第

一
回
理
事
会

出
席
者
ー
石
川
(治

)
・
井
手

・
伊
藤
(秀

)
・

伊
藤
(
浩
)
・
小
関

・
門
脇

・
久
万
田

・
小
池

・

午
来

・
斎
藤
(
春
)
・
斎
藤
(
雄
)
・
坂
本

・
鮫
島

・
辻
井

・
西
村

・
野
田

・
芳
賀

・
宗
像

・
村

本

・
明
道

の
ほ
か
委
任
状
が
荒
磯

・
高

橋

・
八
木

・
石
川
(
俊
)
・
小
川

・
重
岡

・
犬
飼
よ
り
提

出

さ
れ

た
。

一
、
会
長
、
副
会
長

・
常
任
理
事

の
選
出
に

つ

い
て
ー
会
長

に
伊

藤
秀

五
郎
理
事
を
満
場

一
致

で
選
出
、
副
会
長
に
斎
藤
雄

一
、
常
任
理
事

に

久
万
田
敏
夫

・
辻
井
達

一
・
西
村

格

の
各
理

事
を
選
挙
で
選
出
し
た
。

二
、
事
務
局
職
員

の
交
代

に
つ
い
て

渡
辺
伊

沙
子
氏
の
退
職

に
と
も
な
い
、
荻

原

て
い
氏
を
後
任

と
す

る
こ
と
を
承
認
し
た
。

三
、
総
会

日
付

に

つ
い
て

五
月
十

九
日

(土
)
を
総
会
開
催

日
と
決
定

し
た
。

規
約
改
正
と

役
員
の
改
選
の
経
過

〈
規
約
改
正
の
経
過
報
告
〉

鮫

島

惇

一
郎

北
海
道
自
然
保
護
協
会

が
発

足
し

て
か
ら
十

年
あ
ま
り
を
経
過
し
た
わ
け

で
あ

る
が
、
そ

の

間
、
協
会

の
果
た
し
た
役
割

り
は
、
完
全
と
は

い
い
得
な

い
ま
で
も
大
き
か

っ
た
と

い
え
る
。

し
か
し
近
年
、
北
海
道
内

の
自
然
破
壊
が
急

激

に
進

み
は
じ
め
、
と
く
に
行
政
的
判
断

に
よ
る

保
護
と
開
発
の
、
そ
の
可
否
が
大
き
な
比
重
を

占

め
て
き
た
情
勢
に
あ

っ
て
は
、
協
会
の
運
営

の
さ
れ

か
た
、
そ
の
理
念

の
あ
り
方

の
欠
陥

が

に
わ

か
に
浮
き
ぼ
り
さ
れ
て
き

た
こ
と
も
事
実

で
あ

っ
た
。
と
く
に
大

雪
問
題

に
端
を
発
し
た

協
会
内
の
理
事
者
と
理
事
者
、
理
事
会
と
会

員

の
間
の
意
志

の
疎

通
の
不
適
格
さ
は

こ
の
欠
陥

を
さ
ら
け
だ
し
た
も

の
と
い

っ
て
過
言
で
は
な

く
、
理
事
者
の
あ
い
だ
で
、

ま
た
会
員
の
あ
い

だ
で
そ
の
改

善
を
は
か
る
声
が
大
き
く
な

っ
て

き
て
い
た
。

こ
の
間
、

東
条
会
長
、
今

井
副
会
長
が
辞
任

さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、

そ
の
善
後
処
置
を
早
急

に
と
る
必
要

が
生

ま
れ
て
き

た
。

こ
の
よ
う
な

動
き

を
背
景

と
し
て
、
協
会

の
た
て
な
お
し
を

は
か
る

べ
く
、

昭
和

四
十
七
年
十

二
月

一
日
、

臨

時
総
会
が

自
治
会
館

に
お
い
て
開
か
れ
た
。

会

員
の
意
志
が
直
接

に
理
事
会

に
反
映

し
、
会

員

の
総
意

に
よ

っ
て
協
会

が
運
営
さ
れ

る
と
い

う

こ
と
を
基
本
姿
勢
と
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

協
会

の
会
則
改
正
か
ら
は
じ
め
な
く

て
は
な
ら

ず
、

こ
の
改
正
を
ど
の
よ
う
な
形

で
進

め
る

か

が
論
議
さ
れ
た
。

こ
の
結
果

そ
の
手
順

は
、

改

正
委
員

の
選
考
委
員
の
選
出
法

改

正
委
員
選
考
委
員
の
決
定

改

正
委
員

の
指
名

改
正
委
員

の
総
会

指
名

に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
前
田
満

氏
の
提
案
を
総
会
に
よ

っ
て
可
決
し
、
斎
藤
雄

一
氏
、
斎
藤
禎
男
氏
、

百
武

充
氏
、
久
万
田
敏

夫

氏
、
山
田
明
人
氏
が
選
考
委
員

と
し

て
選
出

さ
れ
た
。

こ
れ
ら
委

員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た

選
考
委
員
会
は
別
室

で
慎
重

に
審
議
を
行
な

い

候

補
と
し

て
選
ぽ
れ
た
九
氏
は
、
総
会

に
お

い

て
満

場

一
致
で
改
正
委
員

と
し
て
承
認
さ
れ
、

可
決

を
み
た
。

選
出
層
は
幅
広
く
、

か
た
よ
り
を
少
な
く
と

い
う

主
旨
で
、
八
木
健
三
氏
、
小
関
隆
祓
氏
、

坂
本
直
行
氏
、
門
脇
松
次
郎
氏
、
芳
賀
良

一
氏

西
村

格
氏
、
石
川

治
氏
、
鮫
島
惇

一
郎
、
お

よ
び
法
人
と
し
て
王
子
造
林
肱
が
選
ば
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
改

正
委
員

は
総
会
終
了
後

、

た
だ
ち
に
会
則
審
議

の
日
程
、
改
正
委
員
長
の

選
出
を
行
な

い
、
第

一
回
の
会
合
を
十

二
月
八

日
に
、
委
員
長
と
し
て
八
木
氏

の
選
出
を
行
な

っ
た
。
第

二
回

の
審
議

は
十

二
月

二
十
三
日
に
行

な

ρ4
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い
、
こ
れ
ら
二
回
の
会
合
に
お
い
て
審
議
し
た

改
正
内

容
の
集
約
結
果
を
昭
和
四
十
八
年

一
月

十

一
日
の
第
三

回
の
改
正
委
員
会

で
検
討
し
、

一
月
二
十

六
日
の
臨
時
総
会

に
か
け
る

こ
と
に

な

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
の
重
点

は
、
会
員
の
総

意

を
理
事
会

に
適
確
に
反
映

さ
せ
、
協
会
が
会

員
の
意
志
を
代
表
し
て
運
営
さ
れ
る

こ
と
を
骨

子
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

〈
役
員
選
出
の
経
過
報
告
〉

小

関

隆

棋

本
年

一
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会

に
お
い
て
新
会
則
と
理
事
選
出
規
定
が
決
定
さ

れ
同
時

に
会
員

の
な
か
か
ら
、
前
田

満
、
村

本
輝
夫
、
山

口

透
、
小
池
保
子
、
小
関
隆
祓

の
五
人
が
、
選
挙
管
理
委
員

に
指
名
さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
後

の
経
過
を
委
員

の

一
人
と
し
て
報

告

い
た
し
ま
す
。

。
一
月

二
十
七
日
第

一
回
選
挙
管
理
委
員
会

投
票
用
紙
お
よ
び
会
員
名
簿

の
様
式
、

返
送

さ
れ
た
投
票

の
管
理
方
法
な
ど
を
決
定
し
た
。

準
備
が
で
き
次
第
、
投
票
用
紙
な
ど
を
発
送
す

る
こ
と
を
事
務
局
に
依
頼
し
た
。

。
二
月

二
十

一
日
第

二
回
選
挙
管
理
委
員
会

総
会

で
二
月
二
十

日
到
着
を
も

っ
て
投
票

の

し

め
き
り
と
し
た
の
で
、
翌
二
十

一
日
夕
方

よ

り
開
票

を
行
な

っ
た
。

発
送
投
票

用
紙

五
三
八

投
票

数

三
〇
〇

無

効

三

白

票

三

有
効
投
票

二
九
四

(
三
名
連
記
な

の
で
総
票
数
は
、

八
八
二
)

高
点
者
よ
り
二
十

名
の
氏
名
、
お
よ
び
得
票

数
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。

辻
井
達

一
91
、

井
手
責
夫

90
、
伊
藤
秀

五
郎

53
、
犬
飼

哲
夫

51
、
鮫
島
惇

一
郎

47
、

坂
本
直

行

40
、

西
村

格

27
、
斎
藤
春
雄
19
、
伊
藤
浩

司

19
、

石
川
俊
夫

19
、
小
関
隆
祓

18
、
小
川

巌
18
、

午
来

昌

16
、
上
田
五
郎
14
、
斎
藤
雄

一
14
、
高
橋
延
清

14
、
吉
田
重
雄
13
、
荒
磯
敏

椥
13
、

八
木
健
三

12
、
土
屋
祝
郎
12
。

(
次
点

山
田
明
人

11
)

以
上
の
二
十
名

の
方

に
対
し
、
選
挙
管

理
委

員
会
よ
り
理
事
就
任

の
承
諾
方
を
要
請
す

る
こ

昭和47年度協会会計収支決算

ならびに昭和48年度収支予算

北海道自然保護協会

昭 和47年 度 収 支 決 算

(自昭和47年4月1日 至昭和48年3月31日)

部の出支部の入収
円

93,580

28,437

1,070,680

166,530

22,740

10,000

405,184

50,624

46,770

208,926

2,103,471

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

行

料

議

発

信

通

会

務

資

越

計

誌

書

会

旅

会

通

交

諸

事

図

雑

繰

円

965,000

619.000

89,480

425,865

4,126

2,103,471

法人会 費

個 人会 費

雑 収 入

前期繰越金

預金 利 子

計

昭 和48年 度 収 支 予 算

(自昭和48年4月1日 至昭和49年3月31日)

部の出支部の入収

円

50,000

200,000

900,000

150.000

30,000

20,000

400,000

200,000

80,000

50.000

108,926

2,188,926

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

行

料

議

発

信

通

会

件

務

資

備

計

誌

書

会

旅

会

通

交

諸

人

事

図

雑

予

円

1,000,000

900,000

80,000

208,926

2,188,626

法人会 費

個 人会 費

雑 収 入

前期繰越金

計

と
と
し
た
。

。
三
月

六
日
第

三
回
選
挙
管
理
委
員
会

前
記
二
十

名
の
方

全
部

か
ら
承
諾
の
返
事
が

あ

っ
た

の
で
、
選
挙

に
よ
る
理
事
二
十
名
が
確

定
し
た
も
の
と
認

め
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
任

務
を
終
了
し
た
こ
と
と
し
、
副
会

長

・
犬
飼
哲

夫
氏
に
、
さ
ら
に
十
名

の
理
事
を
選
出
す

る
た

め
の
理
事
会

(前

記
二
十
名
)

の
招
集
を
お
願

い
す
る

こ
と
と
し
た
。

。
三
月
十
七
日

理
事
会

(
二
十
名
に
よ
る
)

出
席
者

十
三
名

(
ほ
か
に
委
任
状
五
)

仮
議
長

に
斎
藤
雄

一
氏
を
選
び
、
追

加
十
名

の
理
事
の
選
出
方
法
を
協
議
し
た
結
果
、
ま
ず

道
内
各
地
域

を
代
表
す
る
理
事
と
し
て
芳
賀
良

一
(
帯
広

)、
門
脇
松
次
郎
(
苫
小
牧
)、
宗
像
英

雄
(
函
館
)、
重
岡
義
雄
(
旭
川
)
の
四
氏
、
市
民

層
を
代
表
す

る
意
味

で
、
石
川

治
、
小
池
保

子
、
野
田
四
郎

の
三
氏
を
全
員

一
致

で
推

せ
ん

す
る
こ
と
と
し
た
。
残
り
の
三
名
に

つ
い
て
は

理
事

が
自
由

に
推
せ
ん
し
た
会
員

の
中

か
ら
三

名
連
記

で
投
票

に
よ

っ
て
決
定
す

る
こ
と
と
し

そ
の
結
果
、
村
本
輝
夫
、
明
道

博
、
久
万
田

敏
夫

の
三
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
な

お
、
三
位
に

同
点
者

二
名
あ

っ
た
が
、
話

し
合

い
で

一
名
を

決
定
し
た
。

以
上
の
十
名

の
方

に
は
仮
議
長

・
斎
藤
雄

一

氏
よ
り
理
事
就
任

の
承
諾
方
を
要
請

す
る
こ
と

と
し
た
。

。
三
月
三
十

一
日
理
事
会

出
席
者

二
十
名

(
ほ
か
に
委
任
状

六
)

前

回
選
出
し
た
理
事
十

名
の
方

か
ら

全
員
就

任
承
諾
が
得
ら
れ
た
の
で
最
初

の
理
事
会
が
成

立
し
た
。
斎
藤
雄

一
理
事
が
議
長

と
な
り
会
長

副
会
長
、
常
任
理
事

の
選
出
を
行
な

っ
た
。
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会
長

に
つ
い
て
は
各
理
事

よ
り
自
由
に
推

せ

ん
を
い
た
だ

い
た
が
、
大
部
分

の
理
事
が
伊
藤

秀

五
郎

理
事
を
推
せ
ん
し
た
の
で
投
票

に
よ
ら

ず
、

全
員

一
致
で
同
氏
を
会
長

に
決
定
し
た
。

副
会
長

に
つ
い
て
は
、
各
理
事
が
自
由
に
推

せ
ん
し
た
理
事
の
な
か
か
ら
投
票

に
よ

っ
て
決

め
る
こ
と
と
し
、
斎

藤
雄

一
理
事
が
副
会
長

に

当

選
し
た
。

勇
払
湿
原
の
保
全
問
題
に
つ
い
て

常
任
理
事
三
名
に
つ
い
て
は
副
会
長

の
場
合

と
同
様

に
、
各
理
事
が
自
由

に
推

せ
ん
し
た
理

事

の
中

か
ら
三
名
連
記
の
投
票

に
よ

っ
て
決
定

す
る

こ
と
に
な
り
、
辻
井
達

一
、

久
万
田
敏
夫

西
村

格
の
三
理
事
が
選
出
さ
れ
た
。
な

お
こ

の
場
合
も
三
位
に
同
点
者
二
名
あ

っ
た
が
、
話

し
合
い
で

一
名
を
決
定
し
た
。

陳
情
書
、
要
望
書

昭
和
四
十

七
年

六
月
六
日

北
海
道
知
事

堂
垣
内
尚

弘
殿

北
海
道
財
務
局
長
上
月
重
雄
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

理
事
長

井

手

夫

責

苫
小
牧
市
ウ

ト
ナ
イ
湖
周
辺
お

よ
び
同
湖
に

流

入
す
る
美

々
川
、
勇
払
川
、
勇
振
川
流
域

の

湿
原
は
特
異
な
動

・
植
物
相
を
有

す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来

の
都
市
緑

地
と
し
て

重
要
な

核
と
な
り
う
る
と

こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ら

の
地
域

の
国
有
地

の
払

下
げ
等

に

つ
い
て
は
十
分
な

調
査
が

必
要

で
あ

り
ま
す

の
で
、
格
段
の
ご
配
慮

を
賜

わ
り
ま
す

よ
う

お
願

い
申
し
上
げ
ま
す

。

な

お
、
今
般
、
苫

小
牧
自
然
保
護
協
会

か
ら

意
見
書
、
回
答
文
書

illllillll1!1{1;1:llliII;1lilIll5lll51111111llilliIl;1[1

別
紙

の
地
域

に
つ
い
て
、

と
く

に
要
望
が
あ
り

ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
ご
配
慮

の
ほ
ど
願
い
上

げ
ま
す
。

(
別
紙
と
し
て
苫
小
牧
自
然
保
護
協

会

の
要
望
書
添
付
)O

豊
平
峡
ダ
ム
周
辺
の
施
設
計
画
に

つ
い
て

H
N
C
S
第
九
一
号

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
十
二
日

環
境
庁
長
官

大
石
武

一
殿

北
海
道
知
事

堂
垣
内
尚
弘
殿

札
幌
市
長

板
垣
武
四
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

豊
平
峡
ダ
ム
の
完
成
に
際
し
て
、
同
地
域
の

利
用
に
つ
い
て
は
各
方
面
に
お
い
て
種
々
の
要

望
も
あ

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
多

目
的
ダ

ム

と
し
て
上
水
道
と
し

て
も
使

用
せ
ら
れ

る
こ
と

ゆ
え
、
舟
遊
び
、

キ
ャ

ソ
。フ
場
、

ホ
テ

ル
等

の

観
光
施
設

は
全
く
設
置
せ
ず
、
利
用
計
画

に
つ

い
て
は
公
共
的
な
最
小
限
の
施
設
に
と
ど

め
て

あ
く
ま
で
静
寂
な
散
策
地
と
し
て
保
持
す

べ
き

で
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、

こ
の
点
十
分
な
ご

配
慮
を
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

O

羊
蹄
山

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
施
設
計
画

に
つ
い
て

H
N
C
S
第
九

二
号

昭
和
四
十
七
年
七
月
三
日

函
館
営
林
局
長

福
島

郡
平
殿

北
海
道

自
然
保
護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

最
近
羊
蹄
山

に

ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
設
立

の
計
画

が
あ
り
ま
す
が
、
羊
蹄
山
は
本
道
有
数
の
名
山

で
あ

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
山
岳

に
は
殊

に
今
日

徒
ら

に
観
光
ブ

ー
ム
の
折
柄
、
な

お
さ
ら
純
粋

に
自
然

の
ま
ま
に
保

存
す

べ
き

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
山
各
方
面
か
ら
見
通
し

の
き
く
山

で
あ
り
ま
す
か
ら
、

ロ
ー
プ

ウ

ェ
イ
等
の
施
設

を
作
る

こ
と
は
甚

だ
景
観
を
害
す
る

こ
と
に
な

り
ま
す
し
、

ま
た
非
常

に
治
山
上
問
題
の
多
い

と

こ
ろ
で
あ

り
ま
す

の
で
、
そ

の
よ
う
な
建

設

に
よ

っ
て
予
期

せ
ざ

る
災
害

の
原
因
と
な
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な

理
由

か
ら
、
羊
蹄
山
の

ロ
ー

プ
ゥ

ェ
イ
に
は
強
く
反
対
す

る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

O

大
雪
山
新

・
得
清
水
線
道
路
計
画

に
つ
い
て
の
意
見
書

H
N
C
S
第
九
四
号

昭
和
四
十
七
年
七
月
二
十

一
日

環
境
庁
長
官

小
山
長
規

殿

北
海
道
自
然
保

護
協
会

会

長

東

条

猛

猪

本
件

に
つ
い
て
当
協
会

は
先

に
H
N
C
S
第

八
六
号

で
、
ま
ず
路
線
変
更
お
よ
び
生
態
学
的

な
事
前
調
査
を
実
施
さ
る

べ
き

こ
と
を
要
望
い

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
各
地

の
山
岳

道
路
が
自
然

に
対

し
予
想

以
上

に
深

い
損
傷

を

与

え
た
事
例

の
増
加
に
か
ん
が

み
、
問
題
の
道

路
建
設

に
は
、
ぜ
ひ
充
分
な

上
記
の
調
査
を
行

な

っ
て
、
建
設
実
施
の
可
否

を
決
定
さ
れ
た
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

本
件

に
関
係
あ
る
地
域

は
、
大
雪
山

の
心
臓

部
と
も

い
う

べ
く
、

そ
の
自
然
が

よ
く
保
存
さ

れ
て
い
て
、
現
在
わ
が
国
で
は
も

っ
と
も
貴

重

な

原
始
境

の

一
つ
で
あ

り
ま
す

し
、
ま
た
な
る

べ
く
こ
の
ま
ま
将

来
に
残

し
た
い
自
然
遺
産
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域

に
道
路
を
通
す

こ
と

は
、
生
態
学
的
に
複
雑

か

つ
深
刻
な
影
響
を
お

よ
ぼ
し
、
短
年
月
の
間

に
回
復
至
難

の
状
態
に

し
て
し
ま
う
危
険
を
は
ら

ん
で
お
り
ま
す
。

特

に
こ
の
道

路
開
設

に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
交

通
上
の
便
益
は
産
業
的

に
も
、
観
光
的
に
も
な

お
疑
問
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
域

の

鉱
物
資
源
に
期
待

で
き

る
も

の
の
無
い
こ
と
は

す

で
に
専
門

家
の
証
言

し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

O
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大
雪
縦
貫
自
動
車
道
路

「道
々

忠
別

・
清
水
線
」

に

対

す

る

要
望
書

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
六
日

北
海
道
自
然
保

護
協
会

理
事
会

一
、
自
然
公
園
審
議
会
委
員
あ

て

北
海
道
自
然
保
護
協
会
理
事
会

は
、

こ
の
た

び

の
大
雪
縦
貫
自
動
車
道
路

「
道

々
忠
別

・
清

水
線
」

の
計
画
路
線

に
対
し

て
強
く
反
対
し
、

こ
の
計
画
を
速

か
に
徹
回
せ
ら
れ
る
よ
う
要
望

す

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
大
雪
山
国
立
公
園
は
我

が
国

の
国
立
公
園
の
中

で
も
、
最
も
よ
く
原
始

的
自
然
の
残
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
殊

に
こ
の
計
画
路
線
附
近
は
、

自
然
の
秘

境

と
し

て
現
在

わ
が
国

に
残
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど

が
唯

一
と
も
い
う

べ
き
貴
重
な
地
域

で
、
自
然

公
園
法

に
よ
る
特
別
保
護
地
区

で
あ
り
、
文
化

財
保
護
法
に
よ
る
天
然
記
念
物
保

護
地
域

で
も

あ
り
、
学
術
研
究

と
鑑
賞

の
対
象

と
し
て
国
民

の
至
宝
と
も
い
う

べ
き
も

の
で
、

い
ず

れ
は
自

然
環
境

保
全
法
の
第

一
に
適
用
せ
ら

れ
る

べ
き

と

こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

こ
こ
に
自
動
車
道
路
を

通
す
こ
と
は
生
態
系
を
撹
乱

し
、

こ
の
最
後

に

残

さ
れ
た
自
然
境
を
破
壊
し
、
子
孫

に
伝

え
る

べ
き

国
民
の
最
も
貴
重
な
財
産
を
失
う

に
至
ら

し
め
る
こ
と
は
、
す

で
に
各
方
面
の
こ
ぞ

っ
て

指

摘
し
て
い
る
通
り

で
、
今

更
こ
こ
に
繰
返
す

必
要
も

な
い
ほ
ど

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

い
う

と
こ
ろ
の
産
業
道
路

と
し
て
鉱

物

資
源
に
乏
し
く
、
森
林
関
係
の
開
発

に
も

こ

の
路
線

の
よ
う

に
、

一
千

メ
ー

ト
ル
を
越
す
高

原
に
達
す

る
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
旭
川

ー
帯
広
間

の
幹
線
道

路
と
し
て
も
、
高

度
六
百

メ
ー
ト

ル
の
狩
勝
峠
を
利
用
す

る
ほ
う
が

は
る

か
に
便
利

で
、
冬
期
間
使
用
不
能
な
本
道
路

は

全
く
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
な

い
の
で
あ
り
ま

す
。各
委
員

に
お
か
れ
ま
し
て
は
事

の
重
大
さ
を

よ
く
ご
考
慮
下
さ

い
ま
し
て
、

こ
の
路
線
の
実

施

に
反
対

せ
ら
れ

る
よ
う
お
願

い
致
す
し
だ
い

で
あ
り
ま
す
。

二
、
北
海
道
開
発
庁
長
官

福

田

一
あ
て

北
海
道
自
然
保
護
協
会

理
事
会

は
、

こ
の
た

び
の
大

雪
縦
貫
自
動
車
道

路

「
道

々
忠
別

・
清

水
線
」
の
計
画
路
線

に
対
し
て
強
く
反
対
し
、

こ
の
計
画
を
速

か
に
徹
回
せ
ら
れ
る
よ
う
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
大
雪
山
国
立
公
園

は
わ

が
国

の
国
立
公
園

の
中

で
も
、

最
も
よ
く
原
始

的
自
然
の
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
殊

に
こ
の
計
画
路
線
附
近
は
、
自
然

の
秘

境
と
し
て
現
在
我
が
国

に
残
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど

唯

一
と
も
い
う

べ
き
貴
重
な
地
域

で
、
自
然
公

園
法

に
よ
る
特
別
保
護
地
区
で
あ
り
、
文
化
財

保
護
法

に
よ
る
天
然
記
念
物
保
護
地
域

で
も
あ

り
、
学
術
研
究

と
鑑
賞

の
対
象

と
し
て
国
民

の

至
宝
と
も
い
う

べ
き
も

の
で
、
い
ず

れ
は
自
然

環
境
保
全
法
の
第

一
に
適
用
せ
ら
れ
る

べ
き

と

こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
自
動
車
道
路
を
通
す

こ
と
は
生
態
系

を
撹
乱
し
、
こ
の
最
後

に
残
さ
れ
た
自
然
境

を

破
壊
し
、
子
孫
に
伝

え
る
べ
き
国
民

の
最
も
貴

重
な
財
産
を
失
う
に
至
ら
し

め
る

こ
と
は
、
す

で
に
各
方
面

の
こ
ぞ

っ
て
指
摘
し
て

い
る
通
り

で
、
今
更

こ
こ
に
繰

返
す

必
要
も
な

い
ほ
ど

で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

い
う

と
こ
ろ

の
産
業
道
路

と
し
て
も
鉱
物

資
源
に
乏

し
く
、
森
林
関
係

の

開
発

に
も
こ

の
路
線

の
よ
う

に

一
千

メ
ー

ト
ル

を
越
す
高

原
に
達

す
る
必
要

は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
旭
川
ー
帯
広

間

の
幹
線
道
路
と
し
て
も
高

度

六
百

メ
ー
ト

ル
の
狩
勝
峠
を
利
用
す
る

ほ
う

が
は
る
か
に
便
利

で
、
冬
期
間
使
用
不
能
な
本

道
路
は
全
く
そ

の
価
値

が
認
め
ら
れ
な

い
の
で

あ
り
ま
す
。

以
上

の
理
由

に
よ

っ
て
我

々
は
こ
の
路
線

の

実
施

に
強
く
反
対
し
、

こ
の
計
画

の
撤
回
を
要

望
す

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

O

大
雪
山
縦
貫
自
動
車
道
路

「道
道

ー
忠
別

・
清
水
線
「
建
設
反
対
に

関
す
る
意
見
書

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
六
日

環
境
庁
長
官

小
山
長
規
殿

自
然
公
園
審
議
会
長

足
立

正
殿

自
然
公
園
審
議
会
委
員
各
位

財
団
法
人

日
本
野
鳥
の
会

会

長

中

西

悟

堂

財
団
法
人

日
本
鳥
類
保
護
連
盟

理
事
長

山

階

芳

麿

財
団
法
人

観
光
資
源
保
護
財
団

会

長

堀

木

鎌

三

財
団
法
人

世
界
野
生
生
物
基
金

日
本
委
員
会

理
事
長

古

賀

忠

道

北
海
道
自
然
保
護
協
会

理
事
長

井

手

責

夫

財
団
法
人

日
本
動
物
愛
護
協
会

理
事
長

加

藤
～
し

づ

え

代

表

西

ネ

全
国
自
然
保
護
連
合

会

長

荒

垣

秀

財
団
法
人

山
階
鳥
類
研
究
所

理
事
長

山

階

芳

日
本
生
物
教
育
学
会

会

長

下

泉

重

日

本

鳥

学

会

会

頭

黒

田

長

日
本
魚
類
学
会
会

長

石

山

礼

社
団
法
人

日
本
植
物
友
の
会

会

長

本

田

正

日
本
哺
乳
動
物
学
会

会

長

今

泉

吉

わ
れ
わ
れ
自
然
保
護
関
係
団
体
は
、

社
団
法
人

日
本
山
岳
会

会

長

三

田

幸

夫

京
都
大
学
学
士
山
岳
会

会

長

四

出

井

綱

英

財
団
法
人

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協

会
会

長

窪

川

雪

夫

財
団
法
人

東
京
都
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

協
会

会

長

清

水

斉

全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

会

長

山

高

し

げ

り

大
雪
の
自
然
を
守
る
会

寸

格雄麿吉久蔵次典
自
然
保

護
の
立

場
に
則
り
下
記
理
由

に
基
づ

い
て
、
大

雪
山
縦
貫
自
動
車
道
路
の
建
設

に
断
固
反
対

い

た
し
ま
す

。

記

(
理

由
)
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大
雪
山
は
わ
が
国
最
大
の
国
立
公
園

で
あ
り

広
大
な
原
始
自
然
が
保
存
さ
れ
て
い
る
ほ
と

ん

ど
唯

一
の
地
域

で
あ

り
ま
す
。
動
植
物
も

こ
の

地

方
独
特

で
、
学
術
上
重
要
な
も

の
が
多
数
生

息

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
環
境
庁
は
大
雪
山

縦
貫
道
路
計
画
に
対

し
、
貴
重
な
自
然
を
破
壊

す
る
と
し
て
、
認
可
し
な

い
方
針
で
あ

り
ま
し

た
。
し

か
る
に
こ
の
た
び
、
今

ま
で
の
態
度
を

急

変
し
、
道
路
建
設
を
認
め
る
旨
発
表

し
ま
し

た
。
関
係
自
然
保
護
団
体

は
も

と
よ
り
、
自
然

公
園
審
議
会

の
意
見
も
聞
く

こ
と
な
し

に
、
認

可

の
方
針
を
公
表
し
た
こ
と
自
体
大
き
な
問
題

で
す
が
、
す
で
に
大
雪

の
自
然
を
守

る
会
、
等

各
団
体

の
指
摘
で
も
明
ら

か
な

よ
う
に
、
産
業

道
路
と
し
て

の
意
義

は
な
く
、

こ
の
道

路
建
設

の
意
味
は
全
く
あ

り
ま

せ
ん
。

ま
た
、

こ
の
よ
う
な
原
始
自
然

の
地
域

で
も

車
道
建

設
が
認

め
ら
れ
る
と
あ

っ
て
、
各
地

の

山
岳
道
路
計
画
が

一
勢

に
動
き

は
じ

め
て
い
る

現
状

で
す
。
あ

れ
ほ
ど
問
題

に
な

っ
た
尾
瀬
の

道
路
す
ら
、
復
活
の
き
ざ
し
が
あ

る
く
ら
い
で

す
。
こ

の
よ
う
な

わ
が
国

の
現
状
に
対

し
、
設

立

一
〇
〇
年

を
迎
え
た
世
界
最
古

の
イ

エ
戸
1

・
ス
ト

ン
公
園

で
は
、
自

然
保
護

の
立

場
か
ら

新
設
道
路
を
認

め
な
い
だ
け

で
は
な
く
、
既
設

の
道
路
や
施
設

の
と
り
こ
わ
し
も
始

め
て

い
ま

す
。
そ

の
他

の
欧
米
諸
国
も
そ

の
方
向
で
あ

る

と
い
い
ま
す
。
大
雪
山

の
み
な
ら
ず

、
わ
が
国

の
自
然

公
園
の
あ
り
方
も
根

本
的

に
考

え
な

お

す

こ
と
が
急
務

で
あ

り
ま
す

。

以
上

の
観
点

か
ら
わ
れ

わ
れ
自
然
保
護
関
係

団
体
は
、

こ
の
大

雪
山
縦
貫
自
動
車
道

路

の
建

設

に
断
固
反
対
す

る
と
と
も
に
関
係

各
位
の
誠

意
あ

る
処
置

を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

O

衆

議

院

議

員

立

候

補

者

に

対

す

る

公

開

質

問
状

全
国
自
然
保
護
連
合

ほ
か
二
団
体
と
共
同
し

て
、
昭
和
四
十

七
年
十

一
月

二
十

九
日
付

で
全

道

の
衆
議
院
議
員
立
候
補
者

に
対

し
て
、
自
然

保

護
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
を
持

っ
て
い
る
か
、
質
問
し
た
。
そ
の
質
問
事
項
は

次
の
四
点

で
あ
る
。

一
、
前
環
境
庁
長
官
大

石
武

一
氏
が
、
正
義

の

味
方
と
ま
で
世
間
か
ら

い
わ
れ
た

の
は
、
開

発

に
背
を
向
け
て
も
住
民

の
立
場
で
生
活
環

境
を
守

ろ
う
と
い
う
姿
勢
を
と
ら
れ

た
か
ら

で
す
。
小
山
長
官

の
代

に
な
り
、

観
光
山
岳
道
路

が
続

々
認
可

に
な
る
な
ど
環
境
庁
変
身
が
起

り
ま
し
た
。
あ
な
た
は
自
然

の
保
護
を
開
発

サ
イ
ド

で
考
え

て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す

か
。

一
「、
志
布
志
湾

の
住
民

は
、
お
れ
た
ち
は

ス
モ

ッ
グ

の
下
で
ビ

フ
テ
キ
を
食
う
よ
り
も
、
青

い
空

の
下
で

ニ
ギ
リ
メ

シ
を
食
い
た
い
。

と

い

っ
て
、

企
業

の
進
出
を
拒
み
ま
し
た
。

あ
な

た
は
、
漁
村

・
農

山
村

に
企
業
を
移

し
て
美
し

い
自
然
を

つ
ぶ

し
、
住
民

の
精
神

的

・
肉
体
的
生
活
環
境
を
変
え

て
も
よ
い
と

思
わ
れ
ま
す

か
。

三
、
あ

な
た
は
日
本

に
、
秘
境

と
も
い
う

べ
き

美

し
い
自
然
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
と
思

わ
れ

ま
す
か
。

も
し
あ

る
と
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
自
然

環
境
を
観
光
開
発
に
よ

っ
て
、
金
も
う
け

の

対
象

に
変
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す

か
。

四
、
い
ま
、
北
海
道

で
は
①
大
雪
山
縦
貫
道
路

問
題
、
②

サ

ロ
ペ
ツ
原
野

の
開
発
問
題
、
個

三
釧
路
湿
原

の
開
発
問
題
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ

論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
は
自
然
保
護

・
環
境
保
全
上
、

こ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
お

考
え
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
ほ
か
、

昭
和

四
十
七
年
七
月
六
日
付

H

N
C
S
第

九
三
号
で
、
北
海
道
知
事

に
あ

て
、

〃
道

々
清
水
ー
糠
平
線
道
路
に

つ
い
て
"

の
要

望
書

を
、
ま
た
昭
和
四
十
七
年

八
月

八
日
付

H

N
C
S
第
九

五
号

で
、
環
境
庁
長
官

に
あ

て
、

〃
恵
庭
岳
復
元
計
画
を
た
だ
ち
に
立
案
実
施
す

る
こ
と
"

の
要
望
書
を
提

出
し
た
。

□
新
役
員
の
紹
介
□

会

長

副

会

長

常
任
理
事

理

事

伊
藤
秀

五
郎

斎
藤

雄

一

久
万
田
敏
夫
・
辻
井
達

一
・西
村
格

荒
磯
敏
椥

・
石
川
俊
夫

・
井
手
責

夫

.
伊
藤
浩
司

・
犬
飼

哲
夫

・
上
田

五
郎

・

小
川

巌

・
小
関
隆
祓

・門
脇
松
次
郎

・小
池

保
子

・
午
来

昌

・
斎
藤
春
雄

・
坂
本
直
行

・
鮫
島

惇

一
郎

・
重
岡
義
雄

・
高

橋
延
清

・

土
屋
祝
郎

・
八
木
健
三

・
野
田
四
郎

・
芳
賀

良

一
・
宗
像
英
雄

・
村
本
輝
夫

・
明
道
博

・

吉

田
重
雄

(
あ

い
う
え
お
順
)

選
挙

で
選
出
さ
れ
た
二
〇
名

の
理
事
と
、

こ

の
理
事
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
た

一
〇
名
の
理
事

に
よ

っ
て
、
会
長

・
副
会
長

・
常
任
理
事
が
右

の
よ
う
に
決
定

し
ま

し
た
。

二
年
間

よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私

た
ち
の
協
会
も
、
大
雪
山
の
道

路
問
題
を

契
機

と
し
て
、

四
月

か
ら
再
出
発

が
計
ら
れ

て

い
ま
す
が
、
会

の
運
営

に
会
員

の
意

見
を
い
か

に
反
映

さ
せ
る
か
が
今
後

の
課
題
で
あ

ろ
う
。

各
地
で
起

こ

っ
て
い
る
自
然
保
護
上
の
問
題
や

会

の
運
営

に
対
す
る
意

見
を
、

ど
ん
ど

ん
協
会

あ

て
に
提
起
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

野
付
半
島
を
先
日
歩

い
て
驚

か
さ
れ
た
。
野

付

の
価
値
は
、

セ
ン
ダ

イ

ハ
ギ
や

ワ
タ
ス
ゲ
の

群
落
が
、
国

後

や
知
床

の

や
や
を

　

β

山
と
北

の
海

ノ

を
背
景

に
形

ち
つ
く
る
、
荒
涼
と
し
た
自

然

景

観

で
あ

ろ

う
。
昨
年

ま
で
は
、
こ
れ
に
漁
村

の
人
達

の
番

屋

が
非
常

に
良
く

マ
ッ
チ
し
て
、
北
国

の
自
然

を

よ
り
美
し

い
も
の
に
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が

今
年
は
、
竜
神
岬

の
ず

っ
と
奥
ま

で
点

々
と
電

柱
が
並
び
、

野
付
特
有

の
景
観
は
無
残
に
も
破

壊
し
さ
ら
れ
て
い
た
。

自
然
保
護
地
域
内

で
も
、
電
力
の
供
給
な
ど

は
、
必
要
な
場
合
が
多

い
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
地
域

で
の
工
事
は
、
も

っ
と
景
観

の
保
護
を

考

え
て
埋
設
工
事
や
自
家
発

電
施
設
な
ど
、
工

夫
、
検
討
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な

い
。

(
西
村

)

昭
和
四
十
八
年

六
月
十
日
発
行

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
八
丁
目

北
海
道
大
学
植
物
園
内

発
行
所

北
海
道
自
然
保
護
協
会

電
話
(
二
二
一
)
○
〇
六
六
番

発
行
人

井

手

責

夫

印

刷

札
幌
印
刷

株

式

会

社
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